

























































































































 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 合計 
92年白書  129        129 











































出身地域 人数 ％ 
南アジア 200 61.5 
西アジア 41 12.6 
東南アジア 27 8.3 
東アジア 22 6.8 
アフリカ諸国 19 5.8 
南米 13 4.0 
その他 3 0.9 






















 国 名 92年白書 （％） 本調査 （％） 
韓国 35 27.1 5 1.5 
イラン 32 24.8 37 10.8 
バングラディシュ 14 10.9 80 23.1 
中国 14 10.9 15 4.4 
パキスタン 9 7.0 49 14.3 
フィリピン 7 5.4 19 5.6 
ブラジル 7 5.4 6 1.8 
インド 2 1.6 61 17.8 
スリランカ 2 1.6 9 2.6 
ペルー 2 1.6 5 1.5 
ガーナ 1 0.8 3 0.9 
ナイジェリア 1 0.8 6 1.8 
バハマ 1 0.8 1 0.3 
マレーシア 1 0.8 2 0.6 
オーストラリア 1 0.8   
リベリア 1 0.8   
イギリス 1 0.8   
アフガニスタン   2 0.6 
インドネシア   5 1.5 
カナダ   1 0.3 
ギニア   2 0.6 
ケニア   1 0.3 
コロンビア   1 0.3 
スーダン   2 0.6 
セネガル   4 1.2 
ドイツ   1 0.3 
トルコ   2 0.6 
ネパール   1 0.3 
ベトナム   1 0.3 
マリ   1 0.3 
帰化日本   1 0.3 
香港   1 0.3 
ボリビア   1 0.3 
不明 1 0.8 17 5.0 



























































バングラディシュ 12 16 19 5 9 6 2 1 1 1 1 1  6 80
インド 9 11 12 12 3 1 2  11 61
パキスタン 12 17 10 3 1 1  5 49
イラン 13 7 8 3 2  4 37
フィリピン 6 4 3 1  5 19
中国 6 1 4 1 2  1 15
スリランカ 1 1 1 4 1  1 9
ブラジル 1 4  1 6
ナイジェリア 2 1 2  1 6
韓国 3 1  1 5
インドネシア 1 1 2  1 5
その他 9 12 6 2 1 1 1 32
不明 3 2 3 1 1  7 17
合 計 77 73 73 24 21 10 5 4 3 3 2 1 1 1 1 43 342
















































 在留資格 92年白書 （％） 本調査 （％）
超過滞在 82 63.6 274 80.1 
短期滞在 18 14.0 3 0.9 
不明 19 14.7 29 8.5 
研修 1 0.8 5 1.5 
留学 1 0.3 
就学 4 3.1 
家族滞在 1 0.3 
特定活動* 2 0.6 
永住者 3.1 1 0.3 
日本人の配偶者 11 3.2 
定住者 4 1.2 





投資・経営 1 0.3 
人文知識国際 2 0.6 
技能 3 0.9 
興業 1 0.8 




































 業 種 92年白書 （％） 本調査 （％） 
製造 64 53.3 165 56.3 
建設 39 32.5 96 32.8 
港湾 5 4.2   
運輸 2 1.7 5 1.7 
飲食 2 1.7 4 1.4 
貿易 2 1.7 1 0.3 
芸能プロ 1 0.8   
自動車整備 1 0.8   
塗装 2 1.7   
農業 1 0.8 2 0.7 
林業 1 0.8   
自営 1 0.8   
サービス 11 3.8 
卸売・小売 5 1.7 
教育・学習支援 2 0.7 
情報通信 1 0.3 
電気 1 0.3 



















































従業員数 製造 建設 合計 （％） 
５人以下 3 1 4 8.7 
６～10人 8 7 15 32.6 
11～20人 8 4 12 26.1 
21～99人 10 2 12 26.1 
100人以上 2 1 3 6.5 
合 計 31 15 46 100.0 
就労期間 92年白書 （％） 本調査 （％）
0～10日 11 16.7 14 9.8
11日～１ヶ月 13 19.7 20 14.0
２～３ヶ月 15 22.7 21 14.7
４～６ヶ月 12 18.2 17 11.9
７～11ヶ月 7 10.6 14 9.8
12～23ヶ月 5 7.6 10 7.0
24～35ヶ月 2 3.0 17 11.9
36～47ヶ月 1 1.5 9 6.3
48ヶ月以上 0 0 21 14.7










9.8% 11日～  














疾 病 分 類  


















はさまれ・巻き込まれ 101      101 33.0 
墜落・転落 23      23 7.5 
切れ・こすれ 21      21 6.9 
動作の反動・無理な動作 20      20 6.5 
飛来・落下 20      20 6.5 
転倒 18      18 5.9 
負傷によらない腰痛   18    18 5.9 
化学物質による疾病    13   13 4.2 
高温・低温の物との接触 7     7 2.3 
手指前腕及び頚肩腕症候群  6    6 2.0 
崩壊・倒壊 6      6 2.0 
激突され 5      5 1.6 
その他の作業態様に起因する疾病 5    5 1.6 
業務の過重負荷      3 3 1.0 
激突 3      3 1.0 
踏み抜き 2      2 0.7 
火災 1      1 0.3 
爆発 1      1 0.3 
有害光線による疾病  1     1 0.3 
重激業務による運動疾患と内臓脱 1    1 0.3 
じん肺症及びじん肺合併症    1  1 0.3 
交通事故（道路） 14      14 4.6 
パワーハラスメント      6 6 2.0 
第三者による暴行      6 6 2.0 
再発      3 3 1.0 
その他 1      1 0.3 
合 計 236 8 30 13 1 18 306 100.0 















































業   種 





























はさまれ・巻き込まれ 84 10 1 2 4 101 29.5 
墜落・転落 2 17 1 1 2 23 6.7 
切れ・こすれ 11 4  6 21 6.1 
動作の反動・無理な動作 6 8 2 3 1 20 5.8 
飛来・落下 5 12 2 1 20 5.8 
転倒 5 7 2 1 1 1 1 18 5.3 
負傷によらない腰痛 9 4 1 1 2 1 18 5.3 
化学物質による疾病 8 3 1 1 13 3.8 
高温・低温の物との接触 6 1  7 2.0 
手指前腕及び頚肩腕症候群 1 3  2 6 1.8 
崩壊・倒壊 2 4  6 1.8 
激突され 1 4  5 1.5 
その他の作業態様に起因する疾病 3   2 5 1.5 
業務の過重負荷 1 2  3 0.9 
激突 2   1 3 0.9 
踏み抜き 1 1  2 0.6 
火災    1 1 0.3 
爆発 1   1 0.3 
有害光線による疾病 1   1 0.3 
重激業務による運動疾患と内臓脱 1   1 0.3 
じん肺症及びじん肺合併症 1   1 0.3 
交通事故（道路） 5 2 1 1 5 14 4.1 
パワーハラスメント 2 1  1 1 1 6 1.8 
第三者による暴行 3 2  1 6 1.8 
再発 1 1  1 3 0.9 
その他  1  1 0.3 
不 明 3 9  24 36 10.5 













































はさまれ・巻き込まれ 1 3 10 5 19 34.5 8 5 14 2  48 33.6  
動作の反動・無理な動作 1 1 1 4 7 12.7 2 3 1 13 9.1  
墜落・転落 1   2 3 5.5  3 5 1  12 8.4  
切れ・こすれ 1 2 1 4 7.3 1 2 1   8 5.6  
飛来・落下 2 1 3 6 10.9 1  1  8 5.6  
転倒   2  2 3.6 1 2 1 2  8 5.6  
負傷によらない腰痛   1 1 1.8  2 3 2 8 5.6  
化学物質による疾病    3 3 1  7 4.9  
高温・低温の物との接触 1   2 3 5.5  1 1   5 3.5  
手指前腕及び頚肩腕症候群       3   3 2.1   
崩壊・倒壊 2  2 3.6 1    3 2.1  
激突   2  2 3.6 1    3 2.1  
激突され   1 1 2 3.6   1   3 2.1  
その他の作業態様に起因する疾病       1 1 2 1.4    
業務の過重負荷     1   1 0.7  
火災    1 1 1.8      1 0.7  
交通事故（道路） 1 1 1 3 5.5 1    4 2.8  
パワーハラスメント    1   1 2 1.4  
第三者による暴行     1   1 0.7  
その他       1   1 0.7  
不明        1 1 2 1.4  


















































骨折 72 21.1 22 11 1 8 1 5 5 3    1   57 23.6 
切断 62 18.1 48 13         61 25.2 
挫創・挫滅 39 11.4 22 2 3   1    1  1 30 12.4 
災害性腰痛 27 7.9 1 1 1 17 5      25 10.3 
多発外傷 17 5.0  1  3 1    8   13 5.4 
打撲 13 3.8 2 3    1 2    1  9 3.7 
眼疾患 10 2.9  6      1  7 2.9 
捻挫 10 2.9 1 3  1 4    1  10 4.1 
裂傷 10 2.9 1 5  1  1 2     10 4.1 
熱傷 9 2.6      1 1   2 0.8 
頚部疾患 6 1.8        4   4 1.7 
死亡 5 1.5 4         4 1.7 
精神科疾患 3 0.9        3  3 1.2 
脳・心臓疾患 3 0.9  1         1 0.4 
麻痺 3 0.9  2 1        3 1.2 
頭部外傷 2 0.6    1      1 0.4 
脱臼 1 0.3  1         1 0.4 
不全麻痺 1 0.3  1         1 0.4 


















































































非災害性腰痛 20 5.8    18 1   19 34.5 
眼疾患 10 2.9 1   2   3 5.5 
熱傷 9 2.6  7    7 12.7 
頚部疾患 6 1.8    1   1 1.8 
手指前腕及び頚肩腕症候群 6 1.8    6   6 10.9 
死亡 5 1.5     1 1 1.8 
中毒症状 5 1.5    5   5 9.1 
気管支喘息 4 1.2    4   4 7.3 
下肢骨格系疾患 3 0.9    3   3 5.5 
脳・心臓疾患 3 0.9     2 2 3.6 
じん肺 1 0.3    1  1 1.8 
呼吸器疾患 1 0.3    1   1 1.8 
内臓脱 1 0.3   1   1 1.8 
皮膚炎 1 0.3    1   1 1.8 
総 計 342 100.0 1 7 1 18 6 5 13 1 3 55 100.0 











































































































































































































































































































































































認定 30 22 105 1 2 2 1 3 5 4 1 2    178 52.0 
中断 10  4       7  1  3  25 7.3 
棄却 6  3    4 3  3      19 5.6 
会社拒否 1 4        7    2  14 4.1 
和解   1  1         7  9 2.6 
民間保険使用   1      1    2   4 1.2 
自賠責   1      3       4 1.2 
相談のみ 3  1   1    1      6 1.8 
不明 29 4 15 3 1 2   4 18  2  2 3 83 24.3 
合 計 79 30 131 4 4 5 5 6 13 40 1 5 2 14 3 342 100.0 



























相談の結果 92年白書 （％） 本調査 （％）
支給 67 51.9 178 52.0
不支給 40 31.0 50 14.6
労災保険適用外 2 1.6 6 1.8
中断 25 7.3
不明 20 15.5 83 24.3
合 計 129 100.0 342 100.0































































障害補償請求 1 4 5 9 11 5 14 27 4 14 19 113 4.2 18 131 38.3 
民事損害賠償請求  1  1     2 1.7 3 5 1.5 
通勤災害  1    1     2 1.7 11 13 3.8 
交渉   1 1      2 1.7 12 14 4.1 
第三者行為災害       1 1 0.8 5 6 1.8 
合 計 1 5 5 11 12 6 15 27 4 14 20 120 100.0 49 342 100.0 
































































































































































































・大原社会問題研究所（1994）『日本労働年鑑 第64集 1994年版 特集日本における外国人労働者の現状』労
働旬報社 
・ジョバン・ポール（2007）Social visibility of asbestos related diseases, compare to other industrial 
diseases  第80回日本産業衛生学会労働衛生国際協力研究会第25回研究会報告 






















（Understanding Small Enterprises 2009）がデンマークで開催され、「健康的な企業経営における健康的な労














つかなされている。例えば、大原社会問題研究所（1994）による『日本労働年鑑 第64集 1994年版 特集日本
における外国人労働者の現状』は、改正「入管法」以降の外国人労働者をめぐる動向について、政府統計、新聞・
雑誌記事をリソースとして様々な観点から整理を行っており、また吉川（2010）は、外国人労働者・非正規滞在
者の労災に関して、東京労働安全衛生センターの機関誌（1988年から2010年３月まで）において記事として掲載
された244件を抽出し、その傾向・特徴を分析している。 
５ 2001年９月11日のアメリカでの同時多発テロを契機に、日本においても「テロ対策」の必要性が強く語られ
るようになり、2003年８月、警察庁は「治安回復元年」として「緊急治安対策プログラム」を公表した。そのな
かで、治安悪化の元凶として「来日外国人犯罪」が取り上げられ、「組織犯罪対策と来日外国人犯罪対策」が同
プログラムの柱の一つに組み込まれた。同年10月、法務省入国管理局と東京入国管理局、東京都と警察庁は、「首
都東京における不法滞在外国人対策の強化に関する共同宣言」を発表し、11月には「犯罪に強い社会の実現のた
めの行動計画」において、治安対策として「今後５年間で不法滞在外国人を半減」するという数値目標が設定さ
れた。このような一連の取り組みのなかで、非合法滞在者、すなわち「不法」滞在者こそが、治安悪化の元凶で
あるとされ、街頭での職務質問、外国人登録にもとづく摘発、さらには「不法」滞在者に関するメール通報シス
テムを開設することにより、広く市民に対しても非合法滞在者取締まりの協力・参加を求めるようになった。 
６「はさまれ・巻き込まれ」災害とは、物にはさまれる状態および巻き込まれる状態でつぶされ、ねじられる等
をいう。 
７「墜落・転落」とは、人が樹木、建築物、足場、機械、乗物、はしご、階段、斜面等から落ちることをいう。 
８「切れ・こすれ」とは、刃物による切れ、工具取扱中の物体によってこすられる状態で切られた場合をいう。 
９「動作の反動・無理な動作」とは、重い物を持ち上げて腰をぎっくりさせたというように身体の動き、不自然
な姿勢、動作の反動などが起因して、すじをちがえる、くじく、ぎっくり腰およびこれに類似した状態になる場
合をいう。 
10「飛来・落下」とは、研削といしの破片や切断片、切削粉等の飛来など、飛んでくる物、落ちてくる物等が主
体となって人にあたった場合をいう。 
11「転倒」とは、人がほぼ同一平面上でころぶ場合をいい、つまずきまたはすべりにより倒れた場合をいう。 
